A study of Educational Methods and Teacher's Efforts at Dewey School during the Earlier Period (1896-98) by 森, 久佳
初期 (1896rJ98年)におけるヂューイ・スクール (DeweySchoo I )の
教育方法と教師の取り組みに関する一考察
A study of Educational Methods and Teachers' Efforts at Dewey School 
during the Earlier Period(1896-98) 
森久佳
Hisayoshi MORI 
キーワード:デューイ，デューイ・スクール，教育方法，教師
はじめに
2002年度から小・中学校で本格的に実施された「総合的な学習の時間」は，さまざまな粁余曲折
を経ながらも，その始動から 1年を迎えた。そして， 2003年度からは，高等学校でも行われる。こ
の 「総合的な学習Jの理論的拠り所の 1っとして，デューイ (Dewey， ]. 1859-1952)の思想、が挙げ
られることは，珍しいことではなしい)。
また，デューイが設立，運営に携わったシカゴ、大学附属小学校(通称「デューイ・スクール (Dewey
School)J一一以下このように，もしくは「スクーノレj と表記)の実践も，総合的な学習にどのよう
な意義を与えるのかという視点で注目されている2)。このデ、ューイ・スクールの実践は，早くから注
目されていた3)。そして，近年，新たな資料が用いられることで，スクールの実践が分析され始めた4)。
筆者は，これらの諸研究から多大な知見を得てきた。しかし，それと同時に，スクーノレを時系列的
に分析することが，スクールの今日的意義を問うためにも大いに重要なことであるにもかかわらず，
これまでのところ不十分で、あるとも感じた。そこで，スクーノレの活動が，実験段階の初期(1896----98 
年)と発展段階の後期 (1898秋-"'1903年)の2つの時期に分けられるのことに着目し，スクールが，
実験学校としてどのような発展を経てきたかを時間軸でとらえようと試みた6)。
本論では，そうした問題意識の一環と して，教育方法，教師の取り組みという視点から，初期にお
けるスクールの実践の特徴を明らかにすることを目的とする7)。その際，デ、ューイの著作と，当時発
刊されていたシカゴ大学の『大学紀要~ (University Record )に掲載されていたスクールの実践報
告を，分析資料として用いる。
1 .教育方法
まず，初期におけるスクールの教育方法について，次の 3点、の特徴について論じてみたい。
(1 ) 正規のオキュペーション (regularoccupation) 
まず，最初の特徴は， r正規のオキュベーションj の考えである。
デューイ・スクールの開校前に，デューイが記した『大学附属小学校組織計画案j(Plan of 
organization of the university primary school ) 8)によると(以下『組織案j)，スクー ノレでは，
衣(裁縫)，食(料理)，住(工作)といった，基礎的な社会的素材を扱うなかでの子どもの表現的な
活動が始まりとされた。そして，これらの直接的な表現形態が，話すこと，書くこと，読むこと，図
面すること，造形すること，模型製作することといった社会的コミュニケーションの諸要因を，より
明確に引き出すと考えられた9)。
デューイによれば，料理 (cooking)，工作 (carpentry)，裁縫 (sewing) といった3つの典型的な
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諸活動は，心理的側面においては，構成的作業 (constructivework)のための適切な機会を提供す
るものとして取り上げられる。そして，社会的側面においては，それらは人類の基本的な諸活動
(fundamental activities)を表すものである10)。
そして，教育の方法は，これら 3つの諸活動に価値を与えることが要求される限りにおいて，それ
らを材料と過程の認識に向けて分析すべきであるとされた。例えば，動物や植物の生活，土壌，気候
などといったものは，単なる心理的に非現実的な対象としてではなく，行為における要因として学習
される。その結果，算術的，物理的，化学的な過程はそれ自体としてではなく，これらの材料を使い
こなす (control)形式として学習される11)，ということである。
また，こうした教育の方法は，社会的に派生するところまで，料理，工作，裁縫といった 3つの諸
活動を最後までやり通すべきだとされていた。例えば，有史以前の洞窟生活から，石器や金属器の時
代を通して文明の時代に至るまで，人類の家庭や食物などの発展を追及することで，子どもは今日の
複雑な社会的な機構を分析できるようになる12)，ということである。
このような原理に立った上で，デューイによれば，スクーノレは主に次の3つの流れに沿って運営さ
れることとなった13)。
(1) 学校の作業 (work)を個々の生徒に応じて段階付ける。
→子どもたちそのものを固定した学年に分けない。
(2) 諸教科 (studies)を子どもの生活における諸要素として取り扱う。
→子どもは料理・裁縫や，木材や道具を使つての構成的な作業を行うために学校へ来て，読
み・書き・算といったいわゆる諸教科は，こうした活動を中心として派生する。
(3) 固有の価値をもっ教授内容 (materialof instruction) を与える。
→教授内容の形式的および機械的な側面を，明確に補助的な位置に置く。つまり，読み・書
き・算といった形式的な学習を主目的として，その目的に基づいて些細なことまでも何も
かも教えようとする教育観を退ける。
つまり，スクールに通う子どもは料理するため，裁縫するため，単純な構成的営みにおいて木材と
道具を使って作業するために学校へ来ることとなる。そして，これらの行為の範囲内およびその周り
に，読み，書き，算といった諸教科が集まっている。すなわち，料理，裁縫，工作といった活動は，
子どもの「正規のオキュベーション (regularoccupationJ として導入されてjおり， rより形式的
な諸教科がこれらのオキュベーションの周りに集められ，できる限りそのオキュベーションから自然
に発展されるものj とされた14)。
こうした教育方法の理念、は，初期において大幅に変わることはなかった。このことは， 1898年の
『大学紀要~ (12月30日号)における次のデューイの報告から明らかである。
「それら 〔料理，裁縫，工作といった手工訓練ないしは構成的作業〕は，材料，道具，そして，
算数，代数，地理，鉱物，物理，化学などと自然にかつ不可避的に結び付いた材料を扱う過程と
様式へと導く。 さらに，応用の必要性と可能性を基盤として相互関係が作られるとき，例えば，
一方で歴史と結び付き，他方で化学と結び付くような地理や，構成的活動と理科と結び付いた算
数，また，読み方，スペリング，書き方と他のすべての諸科目と結び付く言語などのように，あ
る科目は自然に結び付くに至る。J15) 
(2) グループ分け
次に， 2つ目の特徴としてあげられるのは， rグ、ノレー プ分けJである。
開校当初のスクールでは，先の運営に関する 3つの流れの(1)にあったように，子どもたちを段階付
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けするのではなし作業を子どもに応じて段階に分けるという方針を掲げていた。そして，年長と年
少の子どもたちを一緒にすることで，年少の子どもたちは年長の子どもたちから無意識的にいろいろ
なことを学び，年長の子どもたちは年少の子どもたちを配慮するなかで責任を引き受けるようになる
といったように，双方にとって道徳的な発達が生じることが想定されていた。
しかし学校の規模が大きくなるにつれて，共通の能力や知識の量を参考にして，子どもたちをグ
ノレープ分けすることが必要となった。このグループ分けは，読み書きなどの能力ではなく， r興味の
共通性 [cornmunity J ，一般的な知的能力と精神的な鋭敏性，そして，ある種の作業を行う能力に基づ
いてJ16) いた。
ただし，グループ聞の区別は厳密なもので、はなかった。異なるグループ聞と交流し，いろいろな教
師たちとも触れ合う状況が大いに存在していた17)。また，より困難な作業を求める子どもが?あるグ
ノレープから別のグ、ループへと移ることも可能だった。ここでは試験も一切なく ，点数による評価もな
かった18)。
なお，グ、ループ。の総数は時が経つにつれて変化していった。まず， 1896年 10月の時点では，グ、ル
ープ 1 (5歳半---6歳)，n (6---7歳入国 (6歳半。 7---8歳入 IV(7---9歳入 V (9---11歳)の 5つ
であり， 1897年 4月には 6グループになった19)。そして，同年 12月の時点では 8グループに分けら
れていた。この時，最年少の子どもたちは 5，6歳，最年長は 11，12歳であり ， 1グ、ループにつき 8
人程度の規模だった。ただし， 12歳以上のグループは，状況に応じて 12人から 15人まで増やすこ
とが求められていた20)。
(3) 発達・成長段階に応じた実践
そして， 3つ目の特徴は，初期においてすでに，デューイ・スクーノレでは，発達・成長段階の定式
化が試みられていたことである。
まず， 1897年 5月の時点では，次の表1のように定式化されていた21)。
第 1グレード
(4~7 歳)
第2グレード
(7~10 歳)
第3グレード
(10 歳~)
表 1 3つの発達・成長段階 (1897年5月)
子どもたちにすでにある社会的経験 (socialexperience)が始まりとなる。
子どもたちが生活と関連している事柄を明確に意識し，社会的奉仕の習慣と自らの手と
目を使いこなす能力を形成するよう努力すること。
この時期の終わりには，子どもは書き言葉の使用や物差しなどを自ら使用することを
通して，数字を扱う典型的な過程を非形式的に導入。
子どもたちが方法を使いこなせるよう保障し，これらの方法の使用を通して，子どもが
自らの経験をより明獲にかつ正確に系統立てられることが目的。
料理をするなかで，また，工作室と実験室で道具と用具を用いる能力，はっきりと結果
が出るまで作業の連続的な流れを追及する能力と関わる。
→区分けされた教科としてではなく，レポートの作成，記録の保管，計画の概略化，そ
して他の諸教科での作業を実行することと関連して，読み，書き，算をより一層用い
ることも含む。
子どもが独力で問題を思い付き，系統立てて，その問題に適した方法を選択して明確に
する能力を獲得することが目的。
方法を実践的に使いこなす能力について反省すること (reflecting)，すなわち，より知
的な観点においてそれらを系統立てる。
→歴史，文学地理理科における探索で，援助としてのより技術的で形式的な書物の
使用も含む。
そして，それから約 1年半経過した 1898年 12月の時点では，デ、ューイによれば，発達段階は表2
のように定式化されていた22)。
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表23つの発達・成長段階 (1898年12月)
家庭と近隣の生活の結び付きが特に密接。
ほとんど直接的な社会的かつ進行中の行動様式が占めている。
知的に系統立てたり意識的に反省したり，技術的方法を使いこなそうと試みることは，
技術的にほとんどない。
作業の複雑さによっては，また，引き受けることのできる責任の範囲内では，子どもた
ちは連続的に成長するので，明確な問題が徐々に現れてくる。そのため，特別な方法の
習得が必要となってくる。
読む・書く・計算する能力を保障する。
→それ自体ではなく，より直接的な経験の様式と結び付いた形で，必要に応じた援助お
よび補助を行う。
意識的な注意が，物事を行う適切なやり方と結論に達する方法に払われる。
→単にそれ自体を行うことととは区別される。
→規則の知識と作業の技術を獲得するための特別な時間。
さまざまな作業の流れを歴史，理科などの形態へと明確に分化する。
真の研究
→それぞれにおいて運用される方法と道具が修得されている限り，ある程度までは，そ
の子どもはそれ自体で各々を取り上げ，追及する。
ただし，スクールでは，これらの諾段階を厳密に区分けされた固定的なものとしてとらえてはいな
かった。「子どもの成長のさまざまな段階は移行的なものであり，別の段階へと混ざり合い，そして
重なり合うJ23)ものだ、ったのである。
2.教師の取り組み
次に，デ、ューイ・スクールの教師の取り組みについて，実際の活動例を参照しながら見ていきたい。
(1 ) オールラウンドからエキスパートヘ
そもそも，デューイ・スクールでは，開校当初は，オールラウンド教師の制度を採用していた。し
かし，この理論は開校の約半年後には破棄され， r好み(taste)と訓練によってスペシャリスト一一
異なる専門 (1ine)に沿ったエキスパートーーである教師を確保することが良いと考えられるように
なったJ24)。なぜなら，その分野の専門家でなければ，子どもたちが科学的な思考方法や知識を獲得
することができないとわかったからである。
確かに， 1人の教師が理科や社会，芸術といったすべての分野に精通し有能であることは望ましか
った。しかし，それは身体的にも精神的にも不可能であるとスクールでは考えられた。オールラウン
ド教師では， r表面的な作業がある方向で確実に行われ，子どもは，従うべきエキスパー トの技量
(workmanship]の模範を持つことなく，慎重さに欠けた不完全な作業の方法を獲得してしまうJ25)こ
とになる。そのため，スクールでは，子どもが興味を持って活動していることを専門的な知見によっ
て把握し，望ましい能力を身につけてもらうために子どもを方向付けるためには，その分野での専門
的知見を有しているエキスパー ト教師が子どもを教えるべきだとされたのである。
(2) 活動と教科
オールラウンドからエキスパートへの移行に伴い，スク}ルの活動もある程度細分化されていった。
このことは，初期の頃の週時間数(表 3)26) や当時の活動内容(表 6)27) を見てみるとわかる。そ
れによると，スクールでは，ある活動からそれぞれの教科(専門領域)へと派生していくと
いう形で実践が行われていたのではなく，教科(専門領域)と時聞が区切られたなかで，スクールの
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子どもたちは活動していたといえる。それは， 3R'sが教育内容の大半を占め，座学中心だった授業形
態ではなく，身体を使った作業で学んだことと教科(専門領域)の知識とを統合できるように工夫さ
れたものだ、った28)。
表3 ヂューイ。スクール(初期)の週当たりの時間数
体育 工作 音楽 裁縫 見学 自由 料理 表現的 会話。物鱈 a銭み
(5歳半 [80] [90] [60] [90] [90] [60] [60J 作業 魯き等[180]
吋歳〉 (150) 
E 体育 エ作 音楽 裁縫 見学 自由 料理 表現的 会話 。物語・読み
(6--7歳) [80] [90] [60] (90] [90] (60] [60] 作業 審き毒事[180]
(150] 
m (6議半・ 体育 工作 音楽 裁縫 見学 自由 料理・科学・関連す 歴史 ・文学 ・関連する
?哉ー も憩む [80] [90] [60] [90] [90J [60] る表現形式[210] 表現形式[210]
IV 体育 工作 音楽 裁縫 見学 自由 事纏@手i伴・関遣す 歴史・文学・関連す 地理 読書
(7-9歳) [80] [160] [60] (90) [90] [60] る表現形式[250] る表現形式[250] [60] [75] 
V 体育 工作 音楽 裁縫 見学 自由 料理・科学・関 歴史。文学・関 地理 読書
(9-11銭〉 [80] [160] [60] [90] [90] [60] 適する表現形 速する表現形 [60] [75] 
式[250] 式[250]
[ ]肉は時間数(分)
また 2 初期の頃からすでに， r教師の観点J(表 4) 29)と「子どもの観点J(表 5) 30)というものが意
識されていた。すなわち，スクールでは， 子どもが行う活動を，教師が専門的知見を参考にして解釈
し位置付けるということが実践されていたのである。
表4 教師の観点
教 科 関連内容 (1896年 10月16臼)
歴 史 @ 原始人およびギリシャ人の住居.
一一 きロ五ロ @ 新しい単語.広司 @ 行われた作業の記録と要約.
文 品手凶・
@ 洞窟に住む人たちおよび木の上に住む人たちの物語.
アポロ神話，不和のリンゴ， トロイのへレネー.@ 
'"*・ 術 @ 素描，絵画，模型制作.一コミ
ヨ包 楽 @ 発声と聞き取りを個々に訓練.国
身体修養
@ 体育.
@ 体力測定.
数 寸品且A' @ 直線，面積，体積，重量測定.
物 理
@) 数学.
かまどの構造.てこ.水の特性.@ 
イヒ ザみ同ー ~ 燃焼.→その産物と効果.
地 十，.t.U" @ 燃料資源.→石炭層，化石植物，石炭.
地 理 @ 学習してきたあらゆる産物(綿，石炭)の供給資源とギリシャ人の住居の位置
生 物
@ 種子.→分配:植物，穀物の食料としての利用，学校の近く の広々とした原っぱで、見つけら
れる生物.
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表5 子どもの観点 (1896年10月16日)
グループ1 I グループE
(5歳半-6歳) I (6-7歳)・鉛筆商Ij~ ，ブックカバー作製.
裕 I・黄麻紙で鉛筆立ての作製.
成 E・原始時代の家庭
的 l →砂，粘土，石などによる洞窟の製作.
( 1 ) 
(a) 
(b) 
(c) 
術 l (d) (e) 
的| (2) 
(a) 
(b) 
鉛筆，クレヨン，紙細工.
採鉱の物語り.
綿の栽培.
プロセルピナ.
不和のリンゴ.
原始時代の住居(木と洞窟). 
粘土と砂.
洞窟の家.
綿畑.
グループE
(6歳半・ 7織-8織)
グループN
(7歳-9歳)
グループV
(9歳-11j様)
- 個々の植木鉢のための窓棚の作製.
( 1 ) 
(a) 
(b) 
(c) 
(d) 
(2) 
クレヨンと鉛筆.
鉱物.
綿畑.
学習された地域の風景.
物語(不和のリンゴ， トロイのへレネー). 
水性絵の具.
(3) 水性絵の具， リンゴの絵画，赤と緑による描写.
実
験
的
• 
料 l
• 
理 l
• 書提
縫 1.
• 
• 
物!
• 
• 
• 
結 i
• 
• 
• 
トウモロコシ(完全なもの.ひび割れたもの，粉に引いたもの(粗引き))に対する熱の影響.
殻を取ったり挽いたりしながら，また，粗
引きトウモロコシやシリ アルを使いなが
ら， トウモロコシに水と熱の両方を用いる.
→外皮むき，殻取り，砕き，あぶり，浸し，
料理する.
秤を使って，パイントを 4分割する.
→重さ 1ポンド.
布巾を測り，切り，仮縫いする. 
皿洗い用布巾を測定，裁断，裁鎚.
石灰の採掘と綿の栽培に関する物語 (口
頭). 
プロセルピナの神話(ホーソーン版). 
アポロ神話(第 5話). 
不和のリンゴ.
詩 :f葉っぱはどのように落ちるのか，あな
たに教えようJ(クーリッジ). 
木と洞窟に住む人たちの物語. 
書き言葉. 
上記の言葉から簡単な単語. 
- かまどの通風に関する日常点検.・蒸気かまどを説明するための器具の製作.
- オーク材と松林
からできた灰の
重さとその割合
を理解する.
・水を使って，木と石炭の灰の特性における違いに関する作業を開始.
• 秤を使って，クォー • 秤を使って，クオートとパイントを 3分
トとパイントをそ 割， 4分割する.
れぞれ3分割， 4分 →ポンドとオンス.
割する.
→ ポンドと半ポン
ド.
• 家にある機械で裁縫する. 
• 口頭. • 「産業物語jの中で見つけた石灰の物語を
-グループ1， nと同様. 書いて読む.
• 綿の栽培と製造の物語. 
• 書き言葉 • 『イリアス』から不和のリンゴとトロイの
-左記の物語から数文. へレネー. 
• アポロ神話. 
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伊j
グノレ一一プV
・工作【60分】
-整理棚と幕をつくる作業.[※ 1 
人の子どもは，おもちゃのための
棚を作り始めた.] 
c7.)レ一一τ;FIV
-工作【30分】
・ベンチにラベルを貼り，新しい
製図板を使って作業した.
グ骨Jレーーコアm
-歴史・読解【60分】
<主題:建築材料>
ご今ギリシャ建築の絵画を学習
-用いられた材料について議論.
質問に答える中で，単語 (f岩J，f石J，
「ギリシヤj，r粘土J，r木JI r木材j， 
「丸太j)を書いた.
・原始時代の小屋や洞窟にはどんな材料
が使われたか，ギリシャ人の場合はど
うか，そして，現在私たちが用いてい
る材料は何か，を伝える文章を書いた.
・木材の標本を吟味し，子どもたち l人
ひとりが，水性絵の具で木材(1種類)
の絵を描いた.
-理科【60分】
・えんどう豆を挽き，それをよく調べて，
デンプン状にするために調理した.[※ 
黒板と紙に，作業の記録を記した.J 
・スズを鋳造するために，砂で型を取っ
た.
動活の日表6
~~レーーコブ Eさグノレーーコア z
-エスキモーの学習【60分】
-黒板にエスキモーの家とその周囲を措いた
・新しい単語:「エスキモーJ，r氷j，r雪j
・文章:rエスキモーは氷と雪で家を造る. (Eskimos make houses of 
[※2人の子どもが，助けを借りずにその文章を書ice and snow. ) J 
き直した.] 
????
-音楽【30分】-音楽【30分】
-読書 [30分1
.静かに読書
-読書 [30分】
.図書室で静かに読書.
-理科作業【30分】
・コーヒーミルの用途と価値を，以前に使ったすり鉢とすりこぎと比
較することで検討した.
・次回に行うデンプンに関する分析 (test)のために，粉状にした米
と，割ってふるいにかけたえんどう豆を茄でた.
・前回の作業で明確な概念を得られなかったので，再度，
洗濯糊を分析した.
・グループIVの昼食の準備で必要となる水の量を量った.
ヨウ素液で
ー
、 ?
?
。裁縫【30分】-体操【40分】
-昼食の準備・食事【60分】
-娯楽のために，文学的要素を含ん
だ、プログラムを繕備した.[※2つ
のオリ ジナルの物語が書いて読ま
れた.そして，以前聞かれた 3つ
の物語を再現した.] 
-メニュー:えんどう豆のスープ;
一一一一一一…一一一一一一ー一-ーv---...・・・同個目M・8・・H・6 ・"・ ・4・--陶陣--，司開.-同ー--・ー・・・句"・--・ー
とココア，ご飯.
そ して，
。歴史・文学
・ 『イリアス~ (チャーチ著)の第 10章を，大きな声で読んだ.
特に関心を抱いたところについて議論した.
-・-ー圃
-圃国同国
午
後
-工作【30分】
.天秤のデザイ ンを考えた.
-工作【30分】
・厚漏えから，容積12X4X3イシチ舗法立て
を作毅するための計画を立てた隊それ/ぞ
れの子どもは定規を使って正獲に厚綿こ線
を引き，各個1厨と底面の直瀬を測り，箱を作
るには 14平方インチの厚紙が必要だとわ
かった.] 
-歴史・読解【30分】
-先日の課業の継続:教師がさまざまな住居の絵を描き，子どもたち
が，木，小屋，洞窟，家といったように，それぞれに名前を書いた.
・家を造る材料について言及しながら 2つの文章を書いた.
午
前
???
-歴史【30分】
・黒板の地図から，ギリシャの山と渓谷の模型を作った.そして，生活
様式の適応について議論し，
んだ.
港，自衛，農業，家畜に適した地点を選
-体操【45分】
-音楽【30分】
???
?
? ?
???
? ? ?
??
午
後
ー ?
?
-歴史・文学【60分】
. wイリアスJを読む中で，ギリ シャ人の神の概念を紙に記した.そして，
それを読んで議論した.
・工作【30分】
.天秤の作製作業.
-実験室作業【30分】
-剛嫌官を訪れるための準備として，木材例撲を行った隊対校いろいろな部
分に切断して，部屋¢涯に示されている木の部扮と一致させながら，子どもた
ちは木材併免機折面，縦断面に注目した]
Eと同様.
-音楽【30分】
.グループ1， 
-音楽【30分】
-措写【30分】
・黒板に，森林と材木の集積場を描写
した.
・工作【30分】
-製図板でデッサン.
-訪問【90分】
-異なる国々の木材や有名な木材の写真，そして日本の材木の写真を見て，学習
した.
".. '-' 
スズ，希硫酸で「タンブラー電池Jを作った.] 
-実験室【30分】
.水銀側拐昆
=今ガラス管の端{3.斜犬街扮を作って温勝十
の作製を試みた隊細孔蔀ちまに対するガラ
ス管の役割を導き出した〕
-オ織の重さを量る作業を開台した
・裁縫【30分】
-工作【30分】
-工作【30分】
.人形のテーブルを作製した.
-昼食の準備・食事【60分】
・ココアの準備をした隊1人か
2人は 1人につき半さじで行士
ならば 16人だと8さじ必要だ
とわかった]
・テ}ブ〉ゆセット.随設の聞
に， 1人の子どもが，準備してい
たデンプンに対する分析を子ど
もたちに示した〕
-理科【30分】
・えんどう豆を割って挽き，それらの量
を量り， 多少難儀しながら，カップで
2等分したそれrttu改を加えて，
減騰させた. [※減騰している聞に，
ほとんど全員が水と蒸気との関係を
知っていることがわかった.] 
Eと同様.
-裁鑓【30分】
.グループ 1， 
-畿縫【30分】
.針山を作る作業継続.午前
???
-音楽【30分】
・全財切こ単紡よメロディーのフレー ズfR01.mdand round the big bird flies. 
なおを取り上げた
-裁縫【30分】-小屋・ウィグアム・丸太小屋の学習【30分】
・丸刈盤坊桝である刻現化板を造るαこ用ハられた錫動様紋湾事防涼された
・森林を伐採して製怜するまで紛卸室を，写真でたどった
-理科【60分】
・おもり の鋳造，温度計の作成 [4人の子どもは，亜鉛，
???
初期 (1896-98年)におけるデユーイ・スクール (DeweySchoo I )の教育方法と教師の取り組みに関する一考察
(3) r同僚性 (co1 eg i aI i ty) Jの確立に向けて
さて，エキスパート教師の制度を採用したスクールでは，エキスパートやスペシャリストの教師が
雇われる際， rしばしば，各々が他者と独立して自らの仕事を行い，そのため，子どもの生活の統合
が多くのスペシヤリストたちの好みと身につけたものの犠牲になるJ31)といったような弊害も意識さ
れていた。そのため，そうした弊害を避ける対策として，教師たちが継続的に相談し合い，共同する
ことで，統合された実践を行うことが心掛けられていた。例えば，毎週金曜日に開かれていた週例の
「教師会合 (weeklyteacher's meetings) J 32)や，昼食や放課後等でのインフォーマルな教師同士の
関わりも，教師同士の関わりを実現する大切な場であり，お互いの教師の力量を高める良い機会だっ
た33)。各々の教師の実践が孤立するのを防ぐために，スクールの教師たちは他の教師たちとの連携を
図ることで，結果的にさまざまな専門分野と関わり合うような実践を行おうと腐心していたのである。
こうしたことから，スクールでは初期の頃からすでに 「同僚性 (collegiality) J，すなわち， r教
師たちが教育実践の改善を目的に掲げて学校の中で共同する関係J34)が目指されていたといえよう。
おわりに
以上，本論では，初期におけるデューイ・スクールの教育方法と教師の取り組みについて論じてき
た。ここで述べてきたような，教科と身体的活動を結び付ける実銭や同僚性の確立を志向した営みは，
当時において斬新だ、っただけでなく，現代においても，十分に参考可能な知見を提供してくれること
に気付くだろう。こうしたスクールの現代的な意義を視野に入れながら，当時の社会的背景や教材の
内容，そして，後期におけるスクールの実践などに関する分析を，今後の課題としたい。
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